
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

新
春
の
御
挨
拶 

 
 
 

東
京
都
な
ぎ
な
た
連
盟 

 
 
 
 
 
 

会
長 

小
坂 

一
郎 

      

皆
様
ご
健
勝
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。 

 

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
初

め
て
発
生
を
確
認
し
て
か
ら
二
年
も
経
ち
ま

し
た
が
皆
様
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

現
在
流
行
し
て
い
る
変
異
型
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

で
す
が
、
以
前
よ
り
死
亡
率
や
重
症
化
す
る

確
率
が
以
前
の
も
の
よ
り
低
い
様
で
す
が
、

し
か
し
そ
の
感
染
し
易
さ
か
ら
す
る
と
感
染

し
易
く
、
現
在
の
報
道
で
も
東
京
の
新
規
感

染
者
の
数
は
増
加
の
一
途
で
す
。 

 

充
分
感
染
に
は
気
を
付
け
て
日
々
お
過
し

度
く
存
じ
ま
す
。 

と
は
言
え
種
々
の
催
し
が
中
止
と
な
る
中

な
ぎ
な
た
連
盟
も
役
員
会
や
大
会
等
も
例
外 

     

に
漏
れ
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

日
々
の
練
習
に
も
支
障
を
来
た
し
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

こ
の
状
態
が
何
時
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
。

早
く
治
療
薬
が
潤
沢
に
出
ま
わ
る
と
よ
い
で

す
ね
。 

 
た
だ
し
練
習
や
体
力
温
存
の
為
め
に
各
家

庭
で
出
来
る
事
は
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
か
家
庭
で
出
来
る
シ
ャ
ド
ウ
に
よ
る

構
え
や
心
の
鍛
錬
な
ど
実
行
し
て
み
て
下
さ

い
。
そ
し
て
次
の
昇
段
試
験
や
大
会
に
は
出

席
し
て
頂
き
お
目
に
掛
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。 

     

東
京
都
知
事
表
彰 

 

令
和
３
年
度 

 
 

東
京
都
功
労
者
表
彰 

 
 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
） 

 
 

吉
井 

美
惠
子 

範
士 

 

令
和
３
年
10
月
１
日
(金) 

 

鏡
開
き
式
・
武
道
始
め 

 
 
 

期 

日 

令
和
４
年
１
月
10
日
(祝) 

 
 
 

会 

場 

日
本
武
道
館 

 
 
 

参
加
者 

66
名 

               

公
益
財
団
法
人 

都
体
育
協
会
表
彰 

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者 

 
 

菅
野 

幸
子 

 
 

（
東
京
都
な
ぎ
な
た
連
盟
推
薦
） 

 

令
和
３
年
５
月
９
日
(日) 

東
京
都
知
事
表
彰 

 

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞 

 
 

葛
飾
区
な
ぎ
な
た
連
盟 

 

（
葛
飾
区
体
育
協
会
推
薦
） 

 

令
和
３
年
11
月
３
日
(祝) 

 

新
年
恒
例
の
標
記
行
事
が
三
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
武
道
協
議
会
表
彰
で

全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟 

佐
藤
浩
市
会
長
が

武
道
功
労
者
表
彰
を
、
三
重
県
な
ぎ
な
た
連

盟
が
武
道
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

 

鏡
開
き
式
後
、
各
武
道
の
模
範
演
武
が
行

わ
れ
、
な
ぎ
な
た
は
髙
橋
登
子
教
士
（
兵
庫

県
）
福
岡
知
子
教
士
（
奈
良
県
）
が
全
日
の

形
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
武
道

の
稽
古
会
が
行
わ
れ
、
な
ぎ
な
た
は
徳
地
昌

代
・
関
祐
介
先
生
方
の
号
令
の
下
、
団
体
基

本
、
打
ち
返
し
等
行
い
武
道
始
め
は
終
了
し

ま
し
た
。 

                

令和4 年3 月15 日 

東京都なぎなた連盟 

第１４１号 広報部 
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＊
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祝祝  

受 

賞 



 

       

監
督 

細
井 

優
子 

 

選
手 

吉
井 

和
代 

 
 
 
 

和
田
う
ら
ら 

 
 
 
 

中
島 

沙
織 

 
 
 
 

小
芝 

大
輔 

 
 
 
 

黒
川 

哲
志 

シ
ラ
サ
ギ
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
な
優
美
な

姿
か
ら
「
白
鷺
城
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て 

               

     

い
る
姫
路
城
が
あ
る
姫
路
市
に
於
い
て
標
記

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

入
賞
に
は
届
か
ず
悔
し
い
思
い
も
あ
っ
た
か

と
は
思
い
ま
す
が
、
マ
ス
ク
着
用
で
四
分
、

五
分
の
苦
し
い
試
合
を
戦
い
抜
い
た
選
手
達

の
懸
命
な
姿
に
と
て
も
清
々
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
無
観
客
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

一
年
空
い
て
の
大
会
開
催
に
尽
力
し
て
頂
き

ま
し
た
大
会
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
日
頃

ご
指
導
頂
い
て
ま
す
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

              

第
28
回 

 

「全
日
本
な
ぎ
な
た
の
形
」研
修
会 

令
和
３
年
度
な
ぎ
な
た
審
判
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

豊
島
区 

関 

祐
介 

 

４
月
17
・
18
日
に
三
重
県
津
市
芸
濃
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
標

記
研
修
会
に
参
加
致
し
ま
し
た
。 

折
し
も
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が

発
出
さ
れ
て
い
る
地
域
が
複
数
あ
り
、
参
加

に
様
々
な
制
約
が
か
か
る
状
況
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

換
気
・
密
に
な
ら
な
い
人
数
・
検
温
・
消
毒

等
、
主
催
・
開
催
地
関
係
の
方
々
の
細
や
か

な
気
配
り
で
安
心
し
て
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、様
々
な
研
修
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
久
し
ぶ
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

形
、
審
判
に
つ
い
て
も
、
正
し
い
な
ぎ
な
た

を
後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
身
に
染
み
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
今
ま
で
の
や
り
方
を
踏
襲

し
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
新
し
い
方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
に
な
る
の
だ
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
審
判
所
作
の
検

討
な
ど
、
学
ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
日
々
研
鑚
を
積
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

「
形
研
修
会
」
に
参
加
し
て 

 
 

四
段
以
上
の
部 

 
 
 
 
 
 
 

足
立
区 

伊
原 

曜
子 

 

令
和
３
年
７
月
19
日
、
東
京
武
道
館
に
於

い
て
、
吉
井
美
惠
子
、
谷
本
良
子
両
先
生
の

ご
指
導
の
も
と
参
加
者
28
名
で
、
形
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
刃
筋
や
呼

吸
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
全
体
で
八
方
振
り

を
行
い
ま
し
た
。
次
に
先
生
方
が
示
し
て
下

さ
っ
た
六
・
七
本
目
の
し
な
や
か
で
優
美
、

か
つ
鋭
さ
の
あ
る
形
を
目
指
し
、
相
対
で
の

お
稽
古
で
は
間
合
、手
の
内
、体
さ
ば
き
等
、

個
々
に
丁
寧
な
御
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
で
、
こ
れ
ま
で
の
疑
問
点
が 

              

皇
后
盃
第
64
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会 

第
21
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会 

 
 
 

期
日 
令
和
３
年
12
月
４
日
(土) 

５
日
(日) 

 
 
 

会
場 

兵
庫
県
立
武
道
館 



 

理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
を
体
現
で
き

る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ご
指
導
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
同
じ
疑
問
を

共
有
す
る
お
仲
間
と
研
鑽
で
き
た
有
意
義
な

研
修
会
で
し
た
。 

  
 

三
段
の
部 

 
 
 
 
 
 
 

調
布
市 

佐
川 

玲
子 

 

７
月
19
日
東
京
武
道
館
に
て
吉
井
美
惠

子
先
生
、
谷
本
良
子
先
生
御
指
導
の
下
、
三

段
15
名
が
標
記
研
修
会
に
参
加
致
し
ま
し

た
。
ま
ず
全
日
の
薙
刀
で
自
然
体
か
ら
中
段

へ
の
構
え
方
、
立
ち
方
、
振
り
上
げ
、
手
の

内
等
を
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
、
改
め
て
基
本

の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま 

た
苦
手
な
振
り

は
速
く
な
り
が

ち
な
の
で
カ
ウ

ン
ト
を
取
り
八

方
振
り
の
速
さ

を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

し
か
け
応
じ

で
は
正
し
い
姿

勢
で
の
構
え
方

や
軸
手
の
説
明

を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後

全
日
を
時
間
ぎ 

り
ぎ
り
迄
行
い
ま
し
た
。 

 

姿
勢
や
体
さ
ば
き
と
共
に
相
手
と
呼
吸
を

合
わ
せ
物
打
ち
に
ま
で
意
識
を
届
か
せ
て
、

自
信
を
持
っ
て
演
技
を
行
う
事
の
大
切
さ
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
を
注
意

し
て
お
稽
古
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
機
会
を
設
け
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

令
和
３
年
度
前
期
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

 
公
認
審
判
員
研
修
会 

 
期
日 

令
和
３
年
７
月
24
日
(土)

25
日
(日) 

 

会
場 
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
館 

 
 
 
 
 
 
 

大
田
区 

井
上 

雪
江 

 

講
師 

 

泉
水 
孝
子 

先
生 

佐
藤 
聖
子 

先
生 

倉
又 

明
美 
先
生 

 

コ
ロ
ナ
と
暑
さ
、
ま
た
稽
古
不
足
と
い
う

不
安
の
中
、
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
全
国
の
大
会
で
検
討
さ
れ
た
感

染
対
策
を
し
た
作
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

続
い
て
の
試
合
競
技
の
実
技
に
お
い
て
、

実
際
に
具
合
の
悪
く
な
る
選
手
が
出
る
な
ど

の
事
態
が
生
じ
、
安
全
に
行
う
為
に
審
判
が

出
来
る
事
に
つ
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
千
葉
県
の
方
々
が
安
心
し
て
研
修

会
を
行
え
る
よ
う
ご
尽
力
し
て
い
る
様
子
を

拝
見
し
て
勉
強
に
な
る
と
と
も
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
大
会 

 

期
日 

令
和
３
年
11
月
21
日
(日) 

 

会
場 

群
馬
県
ダ
ノ
ン
城
沼
ア
リ
ー
ナ 

 

引
率 

港
区 

佐
々
木 

光
江 

 

午
前
中
は
、
小
学
五
年
生
以
上
と
中
学
生

対
象
の
合
同
強
化
練
習
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
け
応
じ
は
、
他
県
の
選
手
と
互
い
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
い
な
が
ら
学
年
と
関
係

な
く
、
熱
心
に
稽
古
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
防
具
を
つ
け
て
の
地
稽
古
で
は
、
一

定
時
間
内
に
自
ら
稽
古
相
手
を
進
ん
で
選
び

練
習
さ
せ
る
指
導
方
法
は
積
極
性
と
挑
戦
意

欲
の
高
揚
か
ら
、
今
後
の
指
導
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

午
後
か
ら
は
、
東
京
五
輪
の
関
係
で
開
催

出
来
な
か
っ
た
全
日
本
少
年
少
女
錬
成
大
会

の
代
替
と
し
て(

公
財)

全
日
本
な
ぎ
な
た
連

盟
共
催
の
も
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
小
中
学

生
の
試
合
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
練
習
が
十
分
で
な
い
中
、
選
手
は
持 

         

て
る
力
を
出
し
き
っ
て
競
技
す
る
こ
と
が
出

来
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

試
合
の
機
会
が
制
約
さ
れ
る
中
で
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
群
馬
県
の
関
係
者
の
皆
様
、

指
導
者
の
方
々
有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

〈 

成 

績 

〉 

小
学
三
・
四
年
生
の
部 

 

優
勝 

 

港 

区 

田
原 

小
桃 

 

二
位 

 

江
東
区 

南 
 

和
穂 

中
学
生
女
子
の
部 

 

二
位 

 

江
東
区 


岡 

 

萌 

          

令
和
３
年
度
前
期
審
査
会 

 
 
 

期
日 

令
和
３
年
９
月
19
日
(日) 

 
 
 

会
場 

東
京
武
道
館 

      

少年 一般 学連 合計

四段 1 1

三段 2 1 3

二段 7 3 1 11

初段 5 11 1 17

１級 6 7 13

２級 2 6 8

３級 2 5 7

４級 6 1 7

５級 2 3 5

６級 2 1 3

合計 26 45 4 75



 

 
令
和
３
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

な
ぎ
な
た
指
導
者
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 

目
黒
区 

肥
後 

正
子 

 

秋
晴
れ
の
11
月
28
日
(日)
埼
玉
県
立
武

道
館
に
於
い
て
二
年
ぶ
り
の
標
記
研
修
会
は

110
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
亘
先
生
の
団
体
基
本
の
後
、
三
班
に

分
か
れ
、
一
班
教
士
錬
士
38
名
泉
水
孝
子
先

生
、
二
班
五
段
24
名
吉
井
美
惠
子
先
生
、
三

班
四
段
48
名
倉
又
明
美
先
生
・
鈴
木
亘
先
生

に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。 

 

午
前
は
振
り
方
と
仕
か
け
応
じ
、
午
後
は

教
士
錬
士
の
方
の
全
日
の
形
を
一
本
ず
つ
拝

見
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
先
生
方
に
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

私
は
二
班
で
、
力
を
抜
い
て
シ
ン
プ
ル
に

無
駄
な
動
き
を
し
な
い
よ
う
ご
指
導
頂
き
、

相
対
で
稽
古
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
と
指
導

の
仕
方
や
基
本
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
自

ら
の
資
質
向
上
と
正
し
い
な
ぎ
な
た
を
普
及

し
て
い
く
上
で
実
り
多
き
一
日
で
し
た
。 

 

細
心
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
、
参
加
で
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

令
和
３
年
度 

武
道
系
部
活
動
合
同
稽
古 

 

期 

日 

令
和
３
年
12
月
27
日
(月) 

 

参
加
者 

93
名 

 

東
京
都
、
東
京
武
道
館
主
催
の
合
同
稽
古

が
大
武
道
場
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講 

師 

吉
井 

美
惠
子 

先
生 

谷
本 

良 

子 

先
生 

大
野 

み
ど
り 

先
生 

関 
 

久 

代 

先
生 

 
参
加
の
小
中
高
生
が
午
前
は
基
本
、
午
後

は
防
具
稽
古
を
熱
心
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

                

 

〝 

感
想 

〟 

＊
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
の
部
活
も
思
う
よ
う
に

出
来
な
か
っ
た
が
、
今
日
は
普
段
お
会
い
出

来
な
い
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
ら
れ
て
よ
か

っ
た
。 

＊
な
ぎ
な
た
に
つ
い
て
細
部
に
わ

た
り
基
礎
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

＊
初

め
て
教
わ
る
先
生
の
説
明
の
言
葉
が
新
鮮
だ

っ
た
。 

＊
他
校
の
皆
と
練
習
の
機
会
を
持

て
て
よ
か
っ
た
。 

＊
自
分
の
癖
が
分
か
っ

た
。 

等
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

令
和
３
年
度 

合
同
練
習
会 

 

期 

日 

令
和
４
年
１
月
22
日
(土) 

 

会 

場 

東
京
武
道
館
大
武
道
場 

 

参
加
者 

55
名 

 

講 

師 

荒
関 

友
子 

先
生 

 
 
 
 
 

関 
 

祐
介 

先
生 

 
 
 
 
 

細
井 

優
子 

先
生 

団
体
基
本
後
、

三
班
に
分
か
れ

各
先
生
の
ご
指

導
の
下
、
振
り

方
・
基
本
打
突

・
打
ち
返
し
。

防
具
の
稽
古
。

午
後
も
班
毎
の

稽
古
が
続
き
ま

し
た
。 

 
 

競
技
役
員
養
成
講
習
会 

 

期 

日 

令
和
４
年
１
月
22
日
(土) 

 

会 

場 

東
京
武
道
館
大
武
道
場 

 

参
加
者 

26
名 

 

講
師 

荒
川
郭
代
先
生
・
高
井
真
理
先
生 

 

テ
キ
ス
ト
配
付
、
旗
・
時
計
を
用
い
て
説

明
。
コ
ー
ト
作
成
し
演
技
競
技
、
個
人
・
団

体
戦
の
模
擬
演
習
、
表
作
成
等
を
全
員
で
体

験
し
ま
し
た
。 

             

編 

集 

後 

記 
 

 

皆
様
の
連
盟
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続

く
な
か
、
細
や
か
な
配
慮
の
も
と
稽
古
を
続
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も

い
く
つ
か
の
行
事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
な
ぎ
な
た
便
り
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
次
年
度

は
大
会
、
講
習
会
等
が
予
定
通
り
行
わ
れ
、
３

回
発
行
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 


